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はじめにはじめに

この	iOpener]は電子レンジで加熱して、iPadなどのエッジに沿って接着剤に熱を伝えることがで
きる断熱保温バッグです。

以下の基本的な手順に従って、黒色で中に液体が詰められている以下の基本的な手順に従って、黒色で中に液体が詰められているiOpeneriOpenerをご使用ください。代をご使用ください。代
わりに白色のわりに白色のiOpeneriOpenerを使用される方はを使用される方は		この使用ガイドこの使用ガイドを参照してください。を参照してください。

デバイスに合わせた詳細な使用インストラクションと修理に関しては、	iPadの修理ガイドを参照
してください。

ツールツール::

iOpener	(1)
Microwave	(1)

手順手順	1	1		—	—	iOpeneriOpenerの使用方法の使用方法

電子レンジに付着している汚れがiOpenerに付いてしまうことがあるので、使用前に電子レ
ンジの底をきれいに拭き取ってください。

iOpenerを電子レンジ中央に置きます。
回転型の電子レンジ：iOpenerが電子レンジのターンテーブルで回転しているか確認してく
ださい。iOpenerが作動中に留まってしまうと、熱しすぎや焦げてしまいます。

https://www.ifixit.com/products/iopener
https://jp.ifixit.com/Guide/iOpener+(Legacy)+Instructions/38783
https://jp.ifixit.com/Topic/iPad
https://www.ifixit.com/products/iopener
https://www.amazon.com/AmazonBasics-Microwave-Small-Works-Alexa/dp/B07894S727/


手順手順	2	2

iOpenerを3030秒秒温めます。

修理作業中はiOpenerが冷めてし
まいますので、使用毎に電子レン
ジに30秒入れて温めてからご利
用ください。

作業中、iOpenerを温めすぎない
ようにご注意ください。過熱する
と、iOpenerが破裂することがあ
ります。100˚Cを超えるまで加熱
しないでください。

膨らんでいる状態のiOpenerは絶
対に触らないでください。

適切に温められたiOpenerは約10
分間、温かい状態を保ちます。

手順手順	3	3

電子レンジからiOpenerを取り出
します。iOpenerの中央は熱く
なっているため、両端の平面に
なっている部分を持ってくださ
い。

iOpenerは大変熱くなっているこ
とがあります。必要であれば、
オーブン用のミトンカバーをご利
用ください。



手順手順	4	4		—	iOpener—	iOpenerを使った他の温熱方法を使った他の温熱方法

電子レンジがない場合は、熱湯の中にiOpener	をいれて温める方法もあります。

鍋を十分な量のお湯で満たして、iOpener	を完全に沈めます。

お湯を沸かして熱くなったら火を止めます熱くなったら火を止めます。

iOpenerを熱湯の中に約2−3分間沈めます。iOpener全体が完全に浸かっているか確認してく
ださい。

トングなどを浸かって、温まったiOpenerをお湯から取り出します。

タオルでiOpener全体を拭き取ります。
iOpenerが非常に熱い場合は、先端のタブを持って火傷をしないようにご注意ください。

iOpenerの準備は整いました。iOpenerを再度温める必要がある場合は、お湯を沸騰させて、
火を止めてからiOpenerを2-3分間浸してください。



手順手順	5	5		—	—	iOpeneriOpenerの使用方法の使用方法

iOpenerの何も表示がない裏側を下にしてデバイスの接着剤を取り外したい部分の上部に当
てます。適度な温度に温まり、	iOpener内部の液体が平らになっているか確認してくださ
い。

フロントパネルを開封する前に約90秒間、デバイスに	iOpenerを当てます。

この時点で、プラスチック製の開封ツールを使って、スクリーン下をこじ開け始めます。ど
こをどのように作業を進めていくかはそれぞれの修理ガイドをご覧ください。

作業中、	iOpenerを再度温める必要がある場合があります。	iOpenerを温めすぎないように
するには、	iOpenerを触って完全に冷たくなるまで待つことです。電子レンジに30秒以上入
れないでください。

https://jp.ifixit.com/Device/iPad

